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研究成果の概要（和文）：アジア諸国は急激な経済成長を遂げつつあり、アジア域内の人や情報の交流も盛んになって
いるため、アジアの一国で生じた災害はアジアの広域に被害をもたらす。また、日本の災害対応では、災害時に自分や
家族で何とかする自助、近隣社会で助け合う共助、行政などの公的機関による支援である公助の３つが重要であるとさ
れてきたが、海外の多くではさらに域外の支援者による外助も重要な役割を果たす。国境を越えた移動や交流がますま
す盛んになる今日、従来のような国別の防災・災害対応では不十分であり、災害に関する経験や情報を共有し、災害時
に相互に助けの手を差し伸べることができるアジア規模での防災コミュニティが求められている。

研究成果の概要（英文）：In the Asian context, each society has local experiences and understanding about 
disaster risk management that may function well at the grassroots but may be a problem when responding to 
disasters for the growing numbers of foreign residents who lack local experience or understanding of 
disaster risk management. In general, societies experiencing rapid social change face the necessity of 
figuring out how to gather and share information and how to collectively decide on acceptable mechanisms 
for all the varied stakeholders in the society. Asian societies experiencing rapid social changes have 
much to teach about disaster risk management.

研究分野：地域研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1)人文社会分野の防災・災害対応研究 
従来、災害に関する研究はもっぱら自然科学
分野で進められてきた。人文社会分野における
防災・災害対応研究では、国内の災害を事例と
した研究の蓄積は多いが、国外の防災・災害対
応の事例研究としては、清水展『噴火のこだま』
（九州大学出版会、2003 年）や林勲男編『自然
災害と復興支援』（明石書店、2010 年）があるも
のの、個別の地域における復興過程やコミュニ
ティ形成に関する研究が中心であり、地域を越
えた防災や人道支援と結びつけた研究はほとん
どなかった。本研究では、個別地域の復興過程
に関する研究を深めるとともに、地域研究にお
いて災害対応を学術研究として行い、また、そ
の成果を防災・人道支援の実務家に活用可能
な形で提供する方法論を提示することを目指し
た。 
(2)防災・災害対応研究への情報技術の活用 
『アジア遊学』第 113 号（特集「地域情報学の
創出」）や『東南アジア研究』第 46巻第 4号（特
集「地域情報学―地域研究と情報学の新たな
地平」）に見られるように、情報学を利用して地
域研究の新しい手法を開発しようとする地域情
報学の展開が著しい。研究代表者は、地理情報
システム（WebGIS）を用いて、災害発生時に現
地語の一般報道情報をインターネット上の地図
上で表現することにより被害と支援活動の全体
像を容易に把握しうる災害地域情報プラットフォ
ームを構想し、2009 年西スマトラ地震のデータ
を用いてプロトタイプを作成した（挑戦的萌芽研
究）。その実用化のためには、処理の自動化を
はかるとともに、防災・人道支援の専門家および
現地社会の防災・災害対応の専門家の協力を
得て、利用しやすいユーザーインターフェイスを
構築する必要がある。 
 
２．研究の目的 
スマトラ島沖地震・津波（2004年 12月）
および西スマトラ地震（2009 年 9 月）を主
な事例として、地域研究と防災・人道支援の
専門家が共同で復興過程を調査研究するこ
とにより、(1)「被災前に戻す」ではなく「被
災を契機によりよい社会をつくる」という観
点からスマトラの災害被災地の復興過程を
明らかにするとともに、(2)スマトラの事例を
もとに日本の防災・人道支援の技術や経験を
国外の被災地に適用するためのモデルを提
示する。また、(3)地域研究と防災・人道支援
の連携を容易にするため、災害発生時に現地
語のオンライン情報を収集・整理して地図上
で提示するシステムを構築する。これらの 3
つにより、スマトラの復興過程を明らかにす
るとともに、防災・人道支援の実務者にも活
用可能な「災害対応の地域研究」の方法論を
提示する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、地域研究、防災、人道支援の 3

つの業種・分野の専門家による災害復興過程
の共同研究として実施する。各メンバーがそ
れぞれの専門性に即して実施する現地調査
によって基本的データを収集した上で、合同
現地調査及び国内研究会によって専門性が
異なるメンバーが同じ災害の復興に関する
調査内容を報告・議論することにより、西ス
マトラ地震の復興過程を複眼的に明らかに
するとともに、防災・人道支援の実務者に現
場で利用可能となる地域研究の知見の表現
のしかたを浮かび上がらせる。 
また、災害発生時の被害と支援に関する情
報の収集・整理を容易にするための「災害地
域情報プラットフォーム」について、本研究
の調査結果を登録することを通じ、災害対応
に資する地域研究の知見を視覚的に表現す
るシステムを開発する。 
主な事例はスマトラ島沖地震・津波（2004
年 12月）および西スマトラ地震（2009年 9
月）であるが、研究期間中に日本および近隣
のアジア諸国で大規模自然災害が発生した
場合にはその被害・復興過程も研究の対象に
含める。 
 
４．研究成果 
当初予定していたスマトラの地震・津波災
害に加え、研究期間中に生じた災害である東
日本大震災（2011 年）、タイ洪水（2011 年）、
フィリピン台風災害（2013 年）も研究対象に
含めた。いずれも研究集会の成果を刊行する
とともに、本研究課題の成果をもとに京都大
学学術出版会より「災害対応の地域研究」叢
書シリーズ（全 5巻）の刊行を開始し、本研
究課題の期間中に 3巻を刊行した。第 1巻で
は災害対応における情報、第 2巻では社会の
復興における弔いと記録・記憶、第 3巻では
防災の国際協力とアジアにおける防災コミ
ュニティの構築についてそれぞれ扱った。 
防災・人道支援と地域研究の異業種・異分
野の共同研究の成果として、地域研究者が建
築や防災の分野、防災研究者が地域研究分野
の学術誌にそれぞれ研究成果を発表した。ま
た、インドネシア共和国アチェ州の大学・行
政・市民団体を対象とした京都=アチェ国際
ワークショップを組織し、本研究課題が行わ
れた 4 年間に京都とアチェで合計 14 回の研
究集会を組織し、その参加者は延べ約 1000
人に及ぶ。 
情報技術を活用した災害対応に関しては、
(1)過去の災害の復興過程のアーカイブ化に
関して、2004 年のスマトラ島沖地震・津波の
復興過程をアーカイブ化し、そのデータをも
とに、防災教育および防災ツーリズムを通じ
た被災地復興に資するためのアチェ津波モ
バイル博物館（ウェブ版／スマホ版）および
インターネット上の仮想地球儀に津波被災
者の証言を配したアチェ津波アーカイブ（ウ
ェブ版、首都大学東京の渡邉英徳研究室との
共同開発）のそれぞれを開発し、日本とイン
ドネシアで公開した。(2)災害発生時に被



害・救援に関するオンライン情報を自動収集
してインターネット上の地図上で示す災害
地域情報マッピング・システムを構築し、イ
ンドネシアのアチェ州と西スマトラ州につ
いて運用を開始した。(3)また、国立情報学
研究所の北本朝展研究室が開発したメモリ
ーハンティング（メモハン）を応用すること
で、被災地住民と訪問者が写真撮影を通じて
被災と復興の記憶を共有するためのスマ
ホ・アプリを公開し、アチェや神戸で震災メ
モハンを実施した。 
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